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平
成
十
九
年
度
決
算
開
示
に
際
し
て 

 
緑
滴
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
は
益
々

ご
清
祥
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

福
祉
を
取
巻
く
環
境
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す

中
、
多
少
の
バ
ラ
ツ
キ
こ
そ
御
座
い
ま
し
た
が
平
成

十
九
年
度
も
略
、
目
標
通
り
の
決
算
を
終
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物

と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

三
芳
光
陽
園
関
係
は
既
に
幾
度
か
の
見
直
し
を
経

た
介
護
保
険
制
度
に
よ
り
運
営
致
し
て
居
り
ま
す

が
、
平
成
二
十
年
度
よ
り
、
湊
ひ
か
り
学
園
関
係
が

新
制
度
に
移
行
致
し
ま
し
た
。
更
に
他
施
設
も
順
次

新
制
度
に
移
行
し
て
参
る
予
定
で
御
座
い
ま
す
。 

こ
の
制
度
は
利
用
者
ば
か
り
で
は
な
く
、
家
族
や

そ
れ
を
支
え
る
法
人
に
取
り
ま
し
て
も
非
常
に
厳
し

い
制
度
で
御
座
い
ま
す
。
私
達
は
こ
の
制
度
が
真
に

利
用
者
や
家
族
を
支
え
ら
れ
る
も
の
に
な
る
こ
と
を

求
め
て
い
か
ね
ば
為
り
ま
せ
ん
が
、
反
面
で
は
早
く

新
し
い
秩
序
の
中
で
生
き
て
ゆ
く
術
を
身
に
付
け
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

其
れ
に
は
、
設
立
以
来
営
々
と
築
き
上
げ
て
参
り

ま
し
た
「
利
用
者
が
人
生
の
岐
路
に
迷
う
事
無
く
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
て
、
能
力
に
応
じ
自
由
に
支

援
或
い
は
介
護
を
受
け
乍
ら
生
き
て
行
け
る
仕
組

み
」
を
新
制
度
の
下
再
構
築
す
る
事
こ
そ
が
、
私
共 

   

 
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
居
り

ま
す
。 

そ
し
て
、
こ
の
目
標
に
向
い
支
援
体
制
の
再
編
成
、

ケ
ア
ー
ホ
ー
ム
及
び
生
活
訓
練
棟
の
確
保
、
三
芳
光

陽
園
の
改
修
等
々
着
実
に
歩
を
進
め
て
参
り
ま
し

た
。 然

し
、
目
標
成
就
に
は
ま
だ
多
く
の
問
題
を
超
え

て
行
か
ね
ば
為
り
ま
せ
ん
。 

築
三
十
年
を
迎
え
る
豊
岡
光
生
園
の
園
舎
も
改
修

し
新
基
準
に
見
合
う
内
容
に
リ
フ
ァ
イ
ン
す
る
予
定

で
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
作
業
を
完
成
す
る
事
に
よ
り

法
人
の
諸
設
備
も
、
全
て
新
基
準
に
適
合
し
、
利
用

者
が
路
頭
に
迷
う
事
無
く
生
き
て
行
け
る
道
筋
が
確

保
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

こ
の
取
り
組
み
に
対
し
、
昨
年
度
は
薄
光
会
後
援

会
を
始
め
多
く
の
皆
様
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
を
頂

戴
致
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
致
し
ま
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
更
な
る
ご
指
導

と
ご
支
援
を
給
り
度
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
決
算
書

開
示
に
当
り
現
況
の
報
告
と
御
礼
の
辞
に
替
え
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

平
成
二
十
年
五
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理
事
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【平成19年度決算公開】 

貸借対照表                                                平成   20年    3月   31日 現在 

１　減価償却累計額　　　958,071,661円
２　徴収不能引当金の額　            0円

資産の部 負債の部
科  目 当年度 前年度 増  減 科  目 当年度 前年度 増  減

98,028,616 -85,205,565 

  現金預金 144,921,605 225,968,569 -81,046,964   短期運営資金借入金 0 0 0
流動資産 270,675,548 344,443,994 -73,768,446 流動負債 12,823,051

93,974,568 -81,792,601 
  未収金 125,396,025 117,011,095 8,384,930   預り金 641,084 4,054,048 -3,412,964 
  有価証券 0 0 0   未払金 12,181,967

0 0

  立替金 357,918 311,910 46,008   仮受金 0 0 0
  貯蔵品 0 0 0   前受金 0

0 0
  短期貸付金 0 0 0 固定負債 125,050,000 138,700,000 -13,650,000 
  前払金 0 1,152,420 -1,152,420   その他の流動負債 0

138,700,000 -13,650,000 

  その他の流動資産 0 0 0   長期運営資金借入金 0 0 0
  仮払金 0 0 0   設備資金借入金 125,050,000

0 0
基本財産 870,196,575 921,698,011 -51,501,436   退職給与引当金 0 0 0
固定資産 1,045,591,643 1,095,869,890 -50,278,247   長期預り金 0

0 0

  土地 208,207,184 200,207,184 8,000,000 負債の部合計 137,873,051 236,728,616 -98,855,565 
  建物 660,989,391 720,490,827 -59,501,436   長期特定引当金 0

その他の固定資産 177,395,068 174,171,879 3,223,189 基本金 505,105,865 505,105,865 0
  基本財産特定預金 1,000,000 1,000,000 0 純資産の部

505,105,865 0

  構築物 10,099,790 9,992,516 107,274 国庫補助金等特別積立金 353,637,082 425,141,466 -71,504,384 
  建物 21,684,275 30,252,409 -8,568,134   基本金 505,105,865

412,733,375 -59,096,293 
  車輌運搬具 14,327,428 24,032,772 -9,705,344   国庫補助金等特別積立金償還補助 0 12,408,091 -12,408,091 
  機械及び装置 4,799,768 12,827,680 -8,027,912   国庫補助金等特別積立金整備時 353,637,082

63,473,641 41,924,815

  土地 0 0 0   移行時特別積立金 3,747,562 3,747,562 0
  器具及び備品 20,016,464 33,562,861 -13,546,397 その他の積立金 105,398,456

11,500,000 0
  権利 0 0 0   修繕費積立金 20,512,000 21,012,000 -500,000 
  建設仮勘定 0 0 0   人件費積立金 11,500,000

11,150,000 4,680,000

  長期貸付金 0 0 0   施設整備等積立金 53,808,894 16,064,079 37,744,815
  投資有価証券 30,000 30,000 0   備品等購入積立金 15,830,000

209,864,296 6,388,441
  移行時減価償却特別積立預金 0 0 0  次期繰越活動収支差額 216,252,737 209,864,296 6,388,441
  移行時特別積立預金 3,747,562 3,747,562 0 次期繰越活動収支差額 216,252,737

7,052,106 41,261,150

  修繕費積立預金 20,512,000 21,012,000 -500,000 
  人件費積立預金 11,500,000 11,500,000 0  (うち当期活動収支差額) 48,313,256

  施設整備等積立預金 53,808,894 16,064,079 37,744,815
  備品等購入積立預金 15,830,000 11,150,000 4,680,000

1,440,313,884 -122,046,693 資産の部合計 1,318,267,191 1,440,313,884 -122,046,693 負債及び純資産の部合計 1,318,267,191
純資産の部合計 1,180,394,140 1,203,585,268 -23,191,128 

  その他の固定資産 1,038,887 0 1,038,887

資金収支決算内訳表     自 平成19年 4月 1日 ～ 至 平成 20年 3月   31日 

前期末支払資金残高(12)

当期末支払資金残高(11)+(12)

1,321,553 1,973,985

24,978,697 19,094,469 13,817,305 8,201,763 4,618,245257,852,497 10,127,684 69,755,191 89,237,085 13,112,708 4,909,350

246,415,378 7,779,546 62,396,978 90,543,564 16,141,495

0 0 0

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 11,437,119 2,348,138 7,358,213 -1,306,479 -3,028,787 -249,102 

5,158,452 24,421,908 19,192,352 11,256,613 6,880,210 2,644,260

556,789 -97,883 2,560,692

予備費(10) 0 0 0 0 0 0 0 0

5,000,000 2,000,000 3,750,000

財務活動資金収支差額(9)=(7)-(8) -52,074,815 -14,994,815 -13,500,000 -2,750,000 -3,750,000 1,000,000 0 -4,750,000 -6,330,000 -5,000,000 -2,000,000 

財務支出計(8) 80,269,220 32,189,220 20,000,000 4,500,000 0 0 6,500,000 6,330,000

0

積立預金積立支出 66,619,220 30,189,220 20,000,000 0 0 0 3,000,000 4,680,000

0 0 0 0 0 0

3,000,000 2,000,000 3,750,000

0 0

支
出

借入金元金償還金支出 13,650,000 2,000,000 0 4,500,000 0 0

1,750,000 1,000,000 0 1,750,000 0 0

3,500,000 1,650,000 2,000,000 0 0

投資有価証券取得支出 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0

借入金元金償還補助金収入 3,500,000 0 0 1,750,000 0 0 1,750,000

0 0 0 0 0 0

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) -21,817,262 -16,592,020 -588,210 -1,927,635 -566,740 

財
務
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

借入金収入 0 0 0

財務収入計(7) 28,194,405 17,194,405 6,500,000

積立預金取崩収入 24,694,405 17,194,405 6,500,000 0 1,000,000

0 0

0 0 0 0

0 -577,290 -1,424,367 -141,000 0 0

2,697,635 1,176,740

0 0

元入金支出 0 0 0 0 0 0 0

2,697,635 1,176,740 0 577,290 2,744,367 141,000

0 577,290 2,744,367 141,000 0 0

支
出

固定資産取得支出 30,827,262 22,902,020 588,210

施設整備等支出計(5) 30,827,262 22,902,020 588,210

0 0 0

施設整備等収入計(4) 9,010,000 6,310,000 0 770,000 610,000 0 0 1,320,000 0 0 0

固定資産売却収入 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

施設整備等寄附金収入 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

経常活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 85,329,196 33,934,973 21,446,423 3,371,156 5,723,985
施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等補助金収入 9,010,000 6,310,000 0 770,000 610,000 0

-3,462,047 -249,102 5,884,079 7,656,484 7,701,692 3,321,553

経
常
活
動
に
よ
る
収
支

0 1,320,000

0 1,000,000 0

経常支出計(2) 738,628,098 8,394,317 256,995,387 244,392,079 45,531,799 7,283,102 71,347,919 54,401,004 19,996,681 14,945,867 15,339,943

22,000,000 4,000,000 8,000,000 2,000,000 3,000,000 0 3,000,000 1,000,000

0 0 992,250 1,022,000

5,773,242 100,062 3,092,898

借入金利息支出 3,345,892 571,892 0 759,750 00 0

11,485,348

事務費支出 96,161,642 3,522,425 31,101,518 37,852,712 4,106,466 1,410,051 7,494,208 6,750,024

32,469,057 5,872,364 52,924,311 41,161,331 11,424,456 13,482,247

2,798,983 363,558 761,697

支
出

人件費支出 502,033,566 300,000 170,508,700 162,405,752

7,034,000 77,231,998 62,057,488

収
入

0 0

30,223,220 1,750,284

事業費支出 115,086,998 0 47,385,169 41,373,865 5,956,276 687 6,937,150 4,467,649

経理区分間繰入金支出

27,698,373 18,267,420 21,063,928経常収入計(1) 823,957,294 42,329,290 278,441,810 247,763,235 42,069,752

0 5,479,790 3,138,600 26,098,518 0 0補助事業等収入 47,501,459 0 12,784,551 0 0

0 0 0 1,000,000 0 4,000,000経理区分間繰入金収入 22,000,000 12,000,000 0 3,000,000 2,000,000

0 0 0 0 0 0会計単位間繰入金収入 0 0 0 0 0

0 0 0 6,235 0 0受取利息配当金収入 37,458 2,740 0 28,483 0

0 647,119 511,000 0 0 0

915,188 229,720 229,970 132,210

借入金利息補助金収入 1,368,119 0 0 210,000 0

16,000 40,000

雑収入 11,531,653 103,330 5,736,872 2,774,523 270,000 36,000 1,103,840

2,049,000 0 0 786,879 847,120 363,900寄附金収入 36,076,403

0 5,158,720 5,158,720 0 0 0

51,486,860 0 18,021,450 16,891,718

経常経費補助金収入 15,503,520 0 5,186,080 0 0

0 0

自立支援費等収入 403,439,701 0 252,984,023 0 0 0 64,055,650

239,701,229 39,799,752 6,998,000 0 0 0介護保険収入 286,498,981

三芳光陽園
居宅介護

鴨川ひかり 湊ひかり
デイ

湊ひかり
児童デイ
湊ひかり

ケアホーム
COCO勘  定  科  目

薄光会全体 法人本部 豊岡光生園 三芳光陽園
三芳光陽園
通所介護
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『
じ
ー
』
の
立
て
こ
も
り 

 

ミ
チ
ヤ
さ
ん
は
六
十
歳
の
男
性
で
す
。
光
生
園
で

は
最
高
齢
者
の
一
人
で
す
。
前
か
が
み
の
姿
勢
で
す

が
自
慢
の
白
び
か
り
す
る
竹
杖
を
付
い
て
い
る
様

は
、
黄
門
様
だ
の
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
の
亀
仙
人
だ
の

と
言
わ
れ
て
人
気
者
で
す
。
笑
い
が
こ
ぼ
れ
た
顔
は

い
か
に
も
好
々
爺
で
、「
だ
っ
ぺ
」
言
葉
が
良
く
似
合

い
ま
す
。
若
い
頃
は
、
実
家
で
野
菜
を
出
荷
し
た
り
、

道
路
工
事
の
工
夫
と
し
て
働
い
て
い 

た
こ
と
も
あ
る
つ
わ
も
の
で
数
年
前 

ま
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
。 

体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
く
な
っ
て
光
生
園
に
来
て

か
ら
も
、
地
元
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
練
習
に

参
加
し
て
腕
前
を
披
露
、
皆
を
驚
か
せ
ま
し
た
。 

 

け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
ミ
チ
ヤ
さ
ん
も
最
近
め
っ
き

り
元
気
が
な
く
な
り
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
せ
い
か
、

体
が
動
か
ず
返
事
も
返
っ
て
こ
な
い
日
が
増
え
て
き

た
の
で
す
。 

「
な
ん
か 

だ
り
ー
か
ん
よ
（
だ
る
い
か
ら
）
今

日
は
寝
て
る
よ
ぉ
」
が
口
癖
に
な
り
、
職
員
も
心
配

し
て
静
養
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
た
。 

あ
る
日
の
こ
と
、
夜
勤
だ
っ
た
私
が
、
朝
ミ
チ
ヤ
さ 

ん
の
様
子
を
伺
い
に
部
屋
に
行
く
と
、
口
数
が
少
な
い
ミ
チ

ヤ
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
話
し
か
け
て
き
て
、
体
の
動
き
も
ま
ず

ま
ず
で
し
た
。
私
は
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。 

 

「
今
日
は
元
気
そ
う
だ
ね
。
朝
ご
飯
の
準
備
、
そ
ろ
そ
ろ

で
き
る
か
ら
食
堂
に
お
い
で
ね
」 

私
は
少
し
で
も
ミ
チ
ヤ

さ
ん
の
体
を
動
か
し
て
気
分
を
盛
り
上
げ
る
つ
も
り
だ
っ

た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
ミ
チ
ヤ
さ
ん
は
下
向
き
加
減
に
、 

「
ん
…
」 

と
、
急
に
口
ご
も
り
ま
し
た
。
何
か
言
い
た

そ
う
な
の
に
黙
っ
た
ま
ま
で
す
。 

「
あ
に
し
た
（
何
し
た
）
？ 

ミ
チ
ヤ
さ
ん
」 

私
は
問

い
か
け
ま
す
。 

 

「
…
」 

目
を
つ
ぶ
っ
て
だ
ん
ま
り
で
す
。
何
か
す
ね
て

い
る
よ
う
で
す
。 

「
あ
ん
か
（
何
か
）
あ
っ
た
？
」 

 

「
…
」 

私
は
一
計
を
案
じ
ま
し
た
。
床
に
汚
れ
た
タ
オ
ル
が
落
ち
て

い
た
の
で
、 

「
ミ
チ
ヤ
さ
ん
、
こ
の
タ
オ
ル
洗
濯
に
出
す

ん
だ
っ
ぺ
？ 

は
や
、
出
さ
ね
ぇ
と
洗
濯
場
さ
ん
困
っ
ち
ま

う
よ
」 

と
、
ミ
チ
ヤ
さ
ん
の
律
義
さ
に
訴
え
て
み
た
の
で

す
。
そ
う
言
っ
た
と
た
ん
、
ミ
チ
ヤ
さ
ん
は
タ
オ
ル
を
拾
う

と
無
言
で
起
き
上
が
り
、
杖
を
片
手
に
歩
き
出
し
た
の
で

す
。
ど
う
や
ら
体
調
は
悪
く
な
さ
そ
う
で
す
。
食
堂
は
洗
濯

場
の
先
で
す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
ろ
し
く
そ
の
ま
ま
誘
導
し
て

し
ま
お
う
と
い
う
作
戦
で
し
た
。 

 

し
か
し
、
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
洗
濯
場
に
タ
オ

ル
を
置
い
た
ミ
チ
ヤ
さ
ん
は
部
屋
の
方
へ
見
事
な
タ
ー
ン

を
切
っ
た
の
で
す
。
私
は
慌
て
ま
し
た
。
「
食
堂
だ
よ
ぉ
」

け
れ
ど
も
ミ
チ
ヤ
さ
ん
は
す
ご
い
力
で
私
の
手
を
振
り
払 

 

う
と
、
ト
イ
レ
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
と
で
気
づ
い

た
の
で
す
が
、
ミ
チ
ヤ
さ
ん
は
ト
イ
レ
に
立
て
こ
も
っ
た
の

で
し
た
。
両
手
で
ド
ア
ノ
ブ
を
引
っ
張
っ
て
押
さ
え
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
私
は
、
出
て
く
る
の
を
待
ち
な
が
ら
話
し
か

け
ま
し
た
。
「
ど
お
し
た
？ 

言
っ
て
み
ら
っ
し
ぇ
よ
〜
」 

 

「
…
…
…
」 

 

「
そ
う
。
黙
っ
て
ん
な
ら
い
い
よ
。
私
ご
飯
に
い
く
よ
！
」 

そ
う
言
っ
て
、
息
を
潜
め
て
い
る
と
、
「
水
野
さ
ん
、
い
っ

か
い
？
」
と
、
天
の
岩
戸
の
よ
う
に
外
の
様
子
を
伺
い
、
私

を
探
し
て
い
る
模
様
。
そ
れ
を
潮
に
ミ
チ
ヤ
さ
ん
は
話
し
始

め
ま
し
た
。 

 

「
あ
の
よ
〜
。
幾
野
さ
ん
が
お
ら
の
こ
と
『
じ
ー
じ
ー
』

っ
て
言
う
だ
よ
。
食
事
準
備
の
と
き
だ
よ
。
だ
か
ん
ね
ぇ
、

食
堂
に
行
き
た
く
ね
ぇ
だ
よ
」 

幾
野
さ
ん
と
い
う
の
は
利
用
者
に
人
気
が
あ
り
信
頼
さ
れ

て
い
る
事
務
員
で
す
。 

 

「
ミ
チ
ヤ
さ
ん
、
幾
野
さ
ん
と
仲
良
い
じ
ゃ
な
い
の
。」 

 

「
そ
れ
と
こ
れ
と
は
、
別
だ
ぁ
よ
。
お
ら
、
ま
だ
、
じ
い

様
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
」 

 

「
そ
っ
か
ぁ
。
じ
ゃ
ぁ
、
幾
野
さ
ん
に
ち
ゃ
ん
と
話
し
て

来
っ
か
ら
、
待
っ
て
ら
っ
し
ぇ
ー
よ
」 

 

そ
の
後
、
幾
野
さ
ん
と
『
和
解
』
し
た
ミ
チ
ヤ
さ
ん
、
こ

れ
ま
で
の
不
調
が
う
そ
の
よ
う
に
若
返
っ
て
、
動
き
も
気
力

も
絶
好
調
な
の
で
す
。
こ
ん
な
一
騒
動
も
「
仙
人
が
く
れ
た

発
奮
剤
、
不
老
長
寿
の
妙
薬
」
に
な
る
ん
で
す
ね
ぇ
。
三
十

半
ば
二
児
の
母
の
私
も
『
お
ば
さ
ん
』
っ
て
呼
ば
れ
た
く
な

い
も
の
！ 

気
持
ち
、
す
っ
ご
く
、
わ
か
る
の
よ
ね
ぇ
。 

 

 

水
野 

 

豊
岡
光
生
園 

園
だ
よ
り 



 

（
ホ
ー
ム
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
） 

エ
コ
バ
ッ
ク 

 

 

ケ
ア
ホ
ー
ム
で
使
っ
て
い
る
エ
コ
バ
ッ
ク
は
、
た
だ

で
貰
っ
た
も
の
だ
が
、
た
だ
の
エ
コ
バ
ッ
ク
で
は
な

い
。
職
員
が
買
い
物
の
リ
ス
ト
を
メ
モ
書
き
し
、
エ
コ

バ
ッ
ク
を
持
つ
と
、
そ
れ
を
見
て
い
た
み
ん
な
は
「
買

い
物
に
行
く
ん
だ
な
」
と
い
う
顔
を
す
る
。
バ
ッ
ク
を

道
博
さ
ん
に
渡
す
と
、
脱
い
で
あ
っ
た
靴
下
を
履
き
、

玄
関
に
向
か
い
、
靴
を
履
き
始
め
る
。 

休
日
の
買
い
物
は
道
博
さ
ん
と
歩
い
て
出
か
け
る
。

な
ぜ
歩
い
て
出
か
け
る
の
か
？ 

メ
タ
ボ
気
味
の
道
博
さ
ん
の
運
動
の
た
め
？ 

そ
れ

も
あ
る
け
ど
、
歩
い
て
い
る
と
犬
の
散
歩
や
買
い
物
帰

り
の
近
所
の
方
に
出
会
う
。
バ
ッ
ク
を
持
っ
て
い
る
道

博
さ
ん
を
見
て
、 

「
買
い
物
か
い
？
」 

「
え
ら
い
ね
ぇ
」 

な
ん
て
声
を
か
け
て
く
れ
る
。
（
買
い
物
に
行
く
だ
け

で
え
ら
い
ね
ぇ
な
ん
て
…
…
。
）
し
か
も
ス
ー
パ
ー
で

カ
ー
ト
を
押
し
て
い
る
道
博
さ
ん
を
見
る
目
は
実
に

温
か
い
。
「
が
ん
ば
れ
！
」
な
ん
て
聞
こ
え
て
き
そ
う

な
優
し
い
眼
差
し
が
注
が
れ
る
。 

帰
り
は
食
材
の
い
っ
ぱ
い
詰
ま 

っ
た
バ
ッ
ク
を
職
員
と
二
人
で
持 

っ
て
歩
く
。
左
手
が
疲
れ
る
と
右 

手
に
、
右
手
が
疲
れ
る
と
左
手
に
持
ち
か
え
る
。
い

よ
い
よ
も
う
駄
目
だ
と
な
る
と
手
を
放
す
。
ド
カ
ッ

と
バ
ッ
ク
が
地
面
に
落
ち
る
。
以
前
は
、
こ
こ
で
道

博
さ
ん
も
ド
カ
ッ
と
座
り
込
む
な
ん
て
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
今
の
道
博
さ
ん
は
違
う
。「
行
く
よ
」
の
声
か

け
に
バ
ッ
ク
を
持
ち
直
し
、
歩
き
出
す
。
し
か
も
笑

顔
で
。 

そ
ん
な
や
り
取
り
を
す
れ
違
う
近
所
の
方
は
見
て

い
る
。
一
方
通
行
だ
っ
た
挨
拶
が
、
向
こ
う
か
ら
、 

「
こ
ん
に
ち
は
」 

と
声
を
か
け
ら
れ
る
。
エ
コ
バ
ッ
ク
を
持
っ
た
道
博

さ
ん
。
こ
の
地
域
で
は
、
ご
く
自
然
な
光
景
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
今
日
も
ま
た
道
博
さ
ん
に
エ
コ

バ
ッ
ク
が
手
渡
さ
れ
る
。
世
話
人
さ
ん
が
元
気
よ
く

送
り
出
し
て
く
れ
る
。「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
〜
い
」 

（
ｉ
） 

 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

 
 

 
 

自
活
生
活
訓
練
棟
『
の
ど
か
』
オ
ー
プ
ン 

自
活
生
活
訓
練
棟
『
の
ど
か
』 

が
こ
の
四
月
、
上
総
湊
駅
前
の 

国
道
沿
い
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。 

 

さ
っ
そ
く
五
人
の
女
性
が
入 

居
し
て
、
慣
れ
な
い
な
が
ら
も 

日
常
の
家
事
を
頑
張
っ
て
い
る
。 

 

市
内
に
あ
る
和
光
保
育
園
の 

協
力
を
得
て
、
職
場
実
習
も
始
ま
っ
た
。
ジ
ョ
ブ
チ
ー

ム
「
の
ど
か
」
と
し
て
、
な
ん
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
、

気
を
張
っ
て
や
っ
て
い
る
せ
い
か
、『
の
ど
か
』
に
帰 

っ
て
来
る
と
皆
へ
と
へ
と
。
そ
れ
で
も
、
新
し
い
生
活

に
目
を
輝
か
せ
て
い
る
。 

 

自
活
生
活
訓
練
棟
『
の
ど
か
』
は
、
近
い
将
来
ケ
ア

ホ
ー
ム
『
の
ど
か
』
に
移
行
す
る
。
そ
の
あ
と
も
、
チ

ー
ム
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
続
け
て
い
き
た
い
と
話
し
合

っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｔ
） 

                     

＊
夕
食
の
支
度
、
後
片
付
け
の 

 

様
子
、
食
後
の
ひ
と
と
き
等
。 

  

   

COCO 

de 

ここ 

  



 

 

 

 

 

『
日
本
財
団
助
成
事
業
完
了
報
告
』 

 

こ
の
度
、
「
日
本
財
団
」
よ
り
助
成
を
い
た
だ
き
、

福
祉
車
両
を
二
台
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

車
両
は
、
助
手
席
が
回
転
す
る
昇
降
シ
ー
ト
付
き
の

軽
自
動
車
と
、
車
い
す
対
応
の
軽
自
動
車
で
す
。 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
や
入
所
者
の
通
院
に
フ
ル
回

転
し
て
い
ま
す
。 

【
事
業
名
】 

①
介
護
支
援
車
（
昇
降
シ
ー
ト
付
き
）
の
整
備 

②
車
い
す
対
応
車
の
整
備 

【
事
業
内
容
】 

①
ダ
イ
ハ
ツ
ム
ー
ブ
フ
ロ
ン
ト
シ
ー
ト
リ
フ
ト 

②
ダ
イ
ハ
ツ
ハ
イ
ゼ
ッ
ト 

【
総
事
業
費
】 

 
 
 

【
補
助
額
】 

①
百
三
万
円 

 
 
 
 

①
六
十
一
万
円 

②
百
二
十
九
万
円 

 
 

②
七
十
七
万
円 

【
施
設
名
】 

 

三
芳
光
陽
園 

【
完
了
日
】 

 

平
成
二
十
年
三
月
一
日 

 

三
芳
光
陽
園 

 
 

 

『
花
子
と
の
思
い
出
の
日
々
』 

 
 

四
月
二
十
二
日
、
花
子
が
永
眠
し
ま
し
た
。 

 

花
子
の
存
在
は
、
三
芳
光
陽
園
の
利
用
者
に
と
っ
て
、
か
け

が
え
の
な
い
存
在
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

晴
れ
た
日
に
は
、
庭
を
走
り
ま
わ
る
姿
に
元
気
づ
け
ら
れ
、

雨
の
日
に
は
、
小
屋
の
中
で
小
さ
く
丸
ま
っ
て
い
る
姿
に
、
風

邪
を
ひ
き
や
し
な
い
か
と
心
配
し
、
大
風
が
吹
け
ば
、
飛
ば
さ

れ
や
し
な
い
か
と
物
置
に
非
難
さ
せ
た
り
と
、
ま
さ
に
三
芳
光

陽
園
の
五
十
八
番
目
の
住
人
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

武
さ
ん
は
、
花
子
に
餌
を
あ
げ
る
の
を
日
課
に
し
て
い
ま
し

た
。
朝
食
を
食
べ
終
わ
る
と
、
何
よ
り
も
ま
ず
花
子
の
餌
で
し

た
。
花
子
の
「
ワ
ン
！
」
が
武
さ
ん
の
笑
顔
の
源
で
し
た
。 

 

武
さ
ん
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
芳
光
陽
園
の
利
用
者
、

職
員
、
そ
の
他
関
係
さ
れ
る
す
べ
て
の
人
の
心
を
癒
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

花
子
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
。 

ず
っ
と
忘
れ
な
い
か
ら
ね
！ 

（
金
子 

慎
司
） 

『
挑
戦
者
求
む
！
』 

 

 

い
す
み
学
園
か
ら
入
所
さ
れ
た
德
さ
ん
は
、
ア
マ
チ

ュ
ア
囲
碁
の
有
段
者
。
い
す
み
市
の
大
会
で
は
、
優
勝

し
た
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
の
実
力
者
で
す
。
大
会
で
も
ら

っ
て
き
た
賞
品
の
リ
ポ
ビ
タ
ン
Ｄ
を
、
園
長
さ
ん
に
一

本
百
円
で
お
譲
り
し
て
い
た
と
か
。（
ち
な
み
に
前
の
施

設
の
園
長
さ
ん
も
ア
マ
チ
ュ
ア
の
有
段
者
。
で
も
德
さ

ん
に
は
、
か
な
わ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
） 

 

と
こ
ろ
変
わ
っ
て
こ
こ
は
三
芳
光
陽
園
。
こ
っ
ち
の

施
設
長
は
囲
碁
の
石
の
入
れ
物
み
た
い
な
体
型
を
し
て

い
る
く
せ
に
、
五
目
並
べ
し
か
で
き
な
い
。
イ
ン
チ
キ

し
て
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
の
囲
碁
の
石
の
起
き
方
を
見
な

が
ら
挑
戦
し
て
み
た
け
れ
ど
、
全
く
相
手
に
な
ら
な
か

っ
た
み
た
い
で
す
。 

 
先
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
（
こ
の
方
も
ア
マ
チ
ュ

ア
の
有
段
者
）
と
朝
か
ら
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、

若
干
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た
為
か
、
二
勝
三
敗
の
戦
績

で
し
た
。
次
回
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
德
さ
ん
で
す

が
、
ど
う
も
三
敗
し
た
こ
と
に
納
得
し
て
い
な
い
様
子
。

次
回
の
戦
い
を
ベ
ス
ト
の
状
態
で
迎
え
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
德
さ
ん
の
応
援
団
と
し
て
、
こ
の
紙
面
を
借
り

て
挑
戦
者
を
募
集
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
我
こ

そ
は
と
思
う
方
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
冗
談
で
は
な
く
、

本
当
の
実
力
者
で
す
。 

（
三
芳
光
陽
園 

德
さ
ん
応
援
団
） 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
         

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 

湊
ひ
か
り
学
園 

 

「
曇
り
の
ち
晴
れ☀

」 

こ
れ
は
、
恋
す
る
乙
女
の
あ
る
日
の
情
景
で
す
。 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
活
動
で
散
歩
す
れ
ば
、
食
堂
の
窓
に
張
り

付
き
遠
く
か
ら
「
今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
な
ぁ
に
？
」
と
言

う
よ
う
に
厨
房
を
覗
く
モ
モ
ち
ゃ
ん
。
お
昼
の
準
備
を
始

め
れ
ば
、「
ま
ぁ
だ
？
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
食
堂
の
扉
に

張
り
付
く
モ
モ
ち
ゃ
ん
。 

 

そ
ん
な
食
欲
旺
盛
な
モ
モ
ち
ゃ
ん
・
・
・
。 

 

今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
大
好
き
な
お
肉
。
大
好
き
な
職
員

Ａ
も
後
ろ
に
座
っ
て
い
る
し
・
・
・
。（
嬉
し
く
て
少
し
気

持
ち
が
高
ぶ
っ
ち
ゃ
う
わ
。
）
と
食
べ
始
め
よ
う
と
し
た
瞬

間
、
（
あ
れ
？
？
職
員
Ａ
が
ど
こ
か
に
行
っ
ち
ゃ
っ
た
。
）

そ
れ
で
も
食
べ
よ
う
と
し
た
け
れ
ど
何
を
食
べ
て
も
お
い

し
く
な
い
。（
ど
こ
に
行
っ
ち
ゃ
っ
た
の
？
？
一
緒
に
食
べ

よ
う
よ
！
） 

 

職
員
Ａ
が
居
な
く
な
り
、
寂
し
く
て
食
べ
た
く
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
モ
モ
ち
ゃ
ん
。
で
も
、
そ
ん
な
気
持
ち
に

な
か
な
か
気
づ
い
て
も
ら
え
ず
一
緒
に
食
べ
て
い
る
職
員

は
「
ど
う
し
た
の
？
具
合
悪
い
の
？
」
と
聞
き
心
配
し
て

首
の
後
ろ
を
触
っ
て
熱
を
確
か
め
た
り
す
る
。
色
々
声
を

掛
け
て
く
く
れ
る
け
ど
、
モ
モ
ち
ゃ
ん
は
（
私
が
話
し
か

け
て
欲
し
い
の
は
あ
な
た
じ
ゃ
な
い
の
！
） 

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
職
員
Ａ
が
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
モ
モ
ち
ゃ
ん
。
今
に
も
嵐
に

な
り
そ
う
な
曇
り
空
の
よ
う
な
顔
が
一
気
に
晴
れ
渡
り
笑

顔
の
お
花
が
満
開
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

職
員
の
声
掛
け
に
も
満
面
の
笑
み
で
「
う
ん
、
う
ん
」

と
頷
き
き
ご
飯
も
ペ
ロ
っ
と
完
食
し
て
い
ま
い
職
員
を
驚

か
せ
ま
し
た
。 

そ
ん
な
ガ
ラ
ス
の
よ
う
な
繊
細
で
純
粋
な
心
の
持
ち
主

の
モ
モ
ち
ゃ
ん
な
の
で
し
た
。 

人
そ
れ
ぞ
れ
恋
の
種
類
と
表
現
の
仕
方
は
違
う
け
ど
、

皆
、
純
粋
に
恋
を
し
て
い
る
。 

（
関
口
） 

｢

生
活
介
護
事
業
所
オ
ー
プ
ン｣

 

平
成
二
十
年
四
月
、
湊
ひ
か
り
学
園
は
第
一
種
社
会
福

祉
事
業
の
通
所
更
生
か
ら
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
の
生
活

介
護
事
業
所
へ
と
移
行
し
た
。
平
成
十
六
年
四
月
か
ら
四

年
間
の
通
所
更
生
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
言
う

ま
で
も
な
く
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
今
後
、
平
成
二
十
三
年
度
を
最
後
に
国
内
全
て
の
知

的
障
害
者
更
生
通
所
・
入
所
施
設
が
新
法
施
設
・
事
業
所

に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
湊
ひ
か
り
学
園
と
し
て
は
、

今
年
に
新
法
事
業
所
へ
の
見
通
し
が
立
っ
た
こ
と
に
よ
る

通
所
更
生
の
事
業
廃
止
で
あ
る
。
今
後
、
生
活
介
護
事
業

所
と
し
て
介
護
・
支
援
を
行
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
新

法
の
見
直
し
部
分
や
電
子
請
求
事
務
な
ど
混
乱
の
中
、
そ

ん
な
こ
と
に
振
り
回
さ
れ
ず
、
更
に
利
用
者
主
体
に
立
っ

て
自
立
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。 

施
設
長 

岡
田
和
夫  

 

 

 

じゃがいもがスクスク育っています。！ 

カレー、ポテトサラダ、お味噌汁・・・。 

早くたべたいなぁ～！ 

梅雨が来る前にナスやトマトの苗を 

植えるのに大忙しです。 



 
 
 
 

鴨
川
ひ
か
り
学
園 

ひ
か
り
通
信 

 

『
拓
郎
で
す
』 

  

平
成
二
〇
年
一
月
十
日
よ
り
鴨
川
ひ
か
り
学
園
で

働
い
て
お
り
ま
す
山
野
拓
郎
、
二
十
三
歳
で
す
。 

生
ま
れ
も
育
ち
も
鴨
川
で
す
。 

父
は
吉
田
拓
郎
フ
ァ
ン
で
す
。 

 

福
祉
関
係
の
仕
事
は
初
め
て
で
す
が
、
職
員
や
利
用

者
の
方
達
に
教
わ
り
な
が
ら
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し

て
い
る
内
に
三
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

利
用
者
の
名
前
を
覚
え
、
利
用
者
の
好
き
な
食
物
、

好
き
な
散
歩
コ
ー
ス
等
、
毎
日
新
し
い
発
見
が
あ
り
楽

し
い
毎
日
で
す
。 

今
日
も
利
用
者
の
方
に
右
に
左
に
振
り
回
さ
れ
手

を
引
か
れ
る
毎
日
で
す
。 

“
何
処
へ
行
く
ん
だ
よ
〜
„ 

 
 
 
 
 
(

山
野) 

 
 
 

『
う
れ
し
い
な
』 

 

「
お
や
、
久
し
ぶ
り
だ
ね
ぇ
。 最

近
見
な
か
っ
た
ね
ぇ
。
」 

 

「
あ
の
大
き
な
人
は
、
今
来
て
な
い
の
か
い
？ 

歩
い
て
い
る
の
を
こ
の
頃
見
か
け
な
い
ね
ぇ
。
」 

 

「
歩
い
て
い
る
人
の
中
で
、 

職
員
の
人
が
一
番
ち
っ
こ
い
ね
ぇ
。」 

 

こ
ん
な
風
に
、
学
園
の
周
り
を
散
歩
し
て
い
る
と
地
元

の
方
々
が
気
さ
く
に
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
す
。 

健
康
の
為
に
・
・
・
と
開
園
以
来
行
っ
て
い
る
散
歩
で

す
が
、
地
元
の
方
々
は
思
っ
た
以
上
に
関
心
を
寄
せ
、
見

て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

交
流
会
で
知
り
会
っ
た
小
学
生
が
或
る
日
、 

「
ち
わ
ー
っ
す
。
」
と
自
転
車
で
通
り
過
ぎ
ま
す
。 

「
え
、
今
の
誰
？
高
校
生
み
た
い
だ
っ
た
け
ど
。
」 

と
、
こ
ん
な
具
合
に
地
域
の
方
々
が
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
の
方
ま
で
、
優
し
く
温
か
い
目
で
見
守
り
気
さ
く
に
声

を
か
け
て
く
れ
ま
す
。 

 

 

そ
し
て
、“
ひ
か
り
学
園
の
利
用
者
と
職
員
„
を
見

て
い
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
事
が
と
て
も
有
難
く
嬉

し
く
思
え
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

我
々
も
、
自
然
に
親
し
み
、
地
域
や
小
中
学
校
や
大

学
の
人
た
ち
共
交
流
を
深
め
、
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て 

“
う
れ
し
い
な 

„ 

と
い
う
気
持
ち
を
皆
が
持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
工

夫
し
て
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
日
も
皆
で
散
歩
に
出
か
け
よ
う
か
。 

「
今
日
も
暑
い
ね
ぇ
。」 

「
は
〜
い
！
」 

 
 

 

（
佐
々
木
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
編
集
後
記
】
平
成
十
九
年
度
（
第
五
十
七
回
）「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末

助
け
合
い
」
配
分
に
よ
り
、
豊
岡
光
生
園
、
鴨
川
ひ
か
り
学
園
、

湊
ひ
か
り
学
園
に
各
二
十
万
円
相
当
（
合
計
五
十
九
万
八
千
二
百

五
十
四
円
）
の
家
電
品
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

も
う
六
月
だ
と
い
う
の
に
、
暑
か
っ
た
り
、
寒
か
っ
た
り
。
夏

が
待
ち
遠
し
い
南
房
総
よ
り
、
き
ら
め
き
第
十
六
号
を
お
届
け
し

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
法
人
広
報
委
員
会
） 


